
冒
頭
、
矢
野
教
宣
部
長

に
よ
る
開
会
挨
拶
で
幕
を

開
け
、
ハ
イ
タ
ク
労
働
者

を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し

さ
を
増
す
中
で
の
組
織
拡

大
の
重
要
性
を
訴
え
、
本

教
宣
学
校
で
の
学
び
を
各

職
場
・
支
部
の
活
動
に
活

か
す
こ
と
へ
の
期
待
を
表

明
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
日
交
労
赤
羽

支
部
の
倉
本
直
江
さ
ん
が

座
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
挨

拶
に
立
っ
た
東
京
地
連
の

本
木
弘
執
行
委
員
長
は
、

若
い
人
材
の
参
加
に
よ
る

「
労
働
組
合
の
継
承
」
の

重
要
性
を
力
説
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
自
動
運
転
、
燃

料
高
騰
、
ア
プ
リ
手
数
料

問
題
、
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー

問
題
と
い
っ
た
山
積
す
る

課
題
に
も
触
れ
、
組
合
の

存
在
意
義
を
根
源
か
ら
学

習
す
る
大
切
さ
を
強
く
訴

え
な
が
ら
、
熱
中
症
予
防

と
安
全
運
転
へ
の
注
意
喚

起
も
行
い
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
全
自
交
労

連
の
溝
上
泰
央
中
央
執
行

委
員
長
が
登
壇
し
、
東
北

地
震
な
ど
各
地
の
自
然
災

害
被
災
地
へ
見
舞
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。
結
成

か
ら
80
年
近
く
の
歴
史

を
誇
る
全
自
交
労
連
が
日

本
最
大
の
ハ
イ
タ
ク
労
働

組
合
で
あ
る
矜
持
を
語
り
、

特
に
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
東
京

地
連
が
唯
一
組
織
人
員
を

増
加
さ
せ
て
い
る
点
を
高

く
評
価
し
、
全
体
を
支
え

る
屋
台
骨
と
し
て
の
活
躍

に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

最
大
の
懸
案
で
あ
る
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
阻
止
に

つ
い
て
は
、
公
共
交
通
に

理
解
を
示
す
滋
賀
県
知
事

の
再
選
（
ト
リ
プ
ル
ス
コ

ア
で
の
圧
勝
）
な
ど
の
動

向
を
挙
げ
、
今
後
の
反
対

運
動
へ
の
断
固
た
る
決
意

を
表
明
し
ま
し
た
。

講
演
は
、
連
合
東
京
の

吉
岡
会
長
代
行
を
講
師
に

迎
え
二
部
構
成
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
「
誰
の

た
め
に
労
働
組
合
は
活
動

す
る
の
か
？
」
「
な
ぜ
、

労
働
組
合
は
政
治
活
動
に

関
わ
る
の
か
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
労

働
相
談
の
う
ち
、
約
６
割

が
パ
ワ
ハ
ラ
等
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
で
あ
る
厳
し
い
実

態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

吉
岡
氏
は
、
会
社
が
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
の
「
管
理
」
で

動
く
の
に
対
し
、
組
合
は

「
運
動
」
の
原
則
で
動
く

自
由
で
民
主
的
な
組
織
で

あ
る
と
対
比
し
、
労
使
交

渉
は
文
書
で
の
約
束
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
と
説
き

ま
し
た
。

さ
ら
に
政
治
活
動
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
東
京
都

が
２
０
２
５
年
４
月
に
施

行
す
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
（
予

算
52
億
円
）
や
、
最
低

賃
金
改
定
（
東
京
１
，
２

２
６
円
）
を
例
示
し
ま
し

た
。
企
業
単
体
で
は
解
決

で
き
な
い
社
会
保
険
料
負

担
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
問
題

に
対
処
す
る
た
め
に
は
、

国
会
議
員
・
地
方
議
員
と

の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る

と
強
調
し
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
「
な
ぜ
、

我
々
は
組
織
拡
大
に
取
り

組
む
の
か
？
」
「
労
働
組

合
を
結
成
す
る
様
々
な
ケ
ー

ス
」
と
し
て
講
演
が
行
わ

れ
、
過
半
数
労
働
組
合
が

三
六
協
定
の
締
結
や
就
業

規
則
変
更
に
お
い
て
果
た

す
法
的
か
つ
実
務
的
な
役

割
が
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

労
働
条
件
引
き
下
げ
提
案

に
対
し
て
は
、
「
下
位
よ

り
始
め
よ
（
経
営
陣
の
痛

み
を
先
と
す
べ
き
）
」
と

い
う
大
原
則
や
、
対
象
範

囲
、
優
先
順
位
、
組
合
員

の
総
意
、
文
書
化
な
ど
５

つ
の
確
認
ポ
イ
ン
ト
を
提

示
し
ま
し
た
。

組
合
結
成
パ
タ
ー
ン
と

し
て
、
秘
密
裏
に
進
め
る

「
横
堀
方
式
」
と
会
社
と

協
調
す
る
「
天
堀
方
式
」

を
紹
介
し
ま
し
た
。
大
手

カ
ー
ド
会
社
で
の
管
理
職

か
ら
の
成
功
例
や
、
Ｌ
Ⅰ

Ｎ
Ｅ
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に

よ
る
情
報
漏
洩
の
失
敗
例
、

茨
城
県
等
の
家
電
量
販
店

に
お
け
る
労
働
協
約
の
地

域
的
拡
張
適
用
の
事
例
な

ど
、
生
々
し
い
実
例
を
交

え
て
「
数
は
力
な
り
」
の

原
則
を
参
加
者
に
印
象
付

け
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
切
実
な

悩
み
が
次
々
と
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
「
若
い
世
代
へ

組
合
の
必
要
性
を
ど
う
伝

え
る
か
」
と
の
問
い
に
は
、

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
本

人
が
望
む
も
の
を
把
握
し
、

即
決
を
求
め
ず
根
気
強
く

取
り
組
む
姿
勢
が
重
要
で

あ
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

組
合
結
成
時
の
学
習
会

に
つ
い
て
は
、
「
何
の
た

め
に
作
る
の
か
」
と
い
う

趣
旨
確
認
か
ら
始
め
、
規

約
や
組
織
運
営
の
あ
り
方

を
10
回
程
度
か
け
て
丁

寧
に
合
意
形
成
す
る
プ
ロ

セ
ス
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
現
場
を
理
解

し
て
い
な
い
経
営
陣
に
対

し
、
リ
ア
ル
な
声
を
突
き

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
労
働
組
合
役
員
だ
け
で

あ
る
」
と
の
実
体
験
に
基

づ
く
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
政
治
的
主
張
と
組

織
拡
大
の
ジ
レ
ン
マ
に
つ

い
て
も
、
個
人
の
多
様
な

優
先
順
位
に
配
慮
し
つ
つ

対
話
を
重
ね
る
こ
と
の
重

要
性
が
説
か
れ
、
第
３
回

教
宣
学
校
は
盛
会
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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東
京
地
連
第
３
回
教
宣
学
校

全
自
交
東
京
地
連
は
２
０
２
６
年
７
月
14
日
、
深
川
江
戸
資
料
館
に

お
い
て
、
「
第
３
回
教
宣
学
校
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

１
０
０
名
に
上
り
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
問
題
や
ア
プ
リ
手
数
料
、
自

動
運
転
化
な
ど
、
ハ
イ
タ
ク
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど

の
激
動
期
を
迎
え
る
中
、
労
働
組
合
の
果
た
す
べ
き
本
来
の

役
割
り
と
、
組
織
拡
大
に
向
け
た
具
体
的
な
実
践
的
手
法
に

つ
い
て
深
く
学
ぶ
場
と
な
り
ま
し
た
。
本
教
宣
学
校
で
は
、
次
世
代

を
担
う
若
手
組
合
員
へ
の
継
承
を
見
据
え
、
現
場
の
実
情
に

即
し
た
労
働
運
動
の
あ
り
方
や
、
政
治
活
動
と
の
関
わ
り

が
提
起
さ
れ
、
参
加
者
は
今
後
の
各
職
場
や
支
部
に
お
け
る

力
強
い
運
動
展
開
に
向
け
た
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

講師にお迎えした連合東京吉岡会長代行
誰
の
た
め
の
労
働
組
合
か

な
ぜ
組
織
拡
大
か

質疑応答では現場からの切実な声が多数寄せられました



1 2 3 4 5 6 7 R

大　和 0 0 0 0 0 0 0 0

日交労赤羽 6 0 0 4 2 0 X 12

5
月
26
日
、
江
東
区

夢
の
島
野
球
場
に
て
、
昨

年
６
月
の
開
幕
戦
を
皮
切

り
に
、
出
場
全
15
チ
ー

ム
の
間
で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
た
、
２
０
２

５
年
東
京
地
連
第
４
回
野

球
大
会
の
決
勝
戦
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

決
勝
戦
に
勝
ち
進
ん
だ

の
は
、
日
交
労
赤
羽
支
部

ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
と
大
和
野

球
部
、
両
チ
ー
ム
の
対
戦

と
な
り
ま
し
た
。

試
合
は
、
終
始
投
打
で

圧
倒
し
た
日
交
労
赤
羽
支

部
チ
ー
ム
が
、
12
︱
0

と
い
う
大
差
で
大
和
野
球

部
を
破
り
、
見
事
優
勝
の

栄
誉
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
大
差
が

つ
き
ま
し
た
が
、
両
チ
ー

ム
の
間
に
ス
コ
ア
ほ
ど
の

差
は
感
じ
ず
、
敗
れ
た
大

和
野
球
部
チ
ー
ム
は
、
要

所
で
の
ミ
ス
が
大
量
失
点

に
つ
な
が
る
残
念
な
結
果

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
、
す
で
に
今
年
度

の
第
５
回
大
会
も
始
ま
っ

て
お
り
ま
す
が
、
近
頃
は

乗
務
員
不
足
の
影
響
の
せ

い
も
あ
り
、
日
程
の
確
保

が
難
し
い
な
か
、
全
参
加

チ
ー
ム
の
ご
協
力
に
よ
り
、

無
事
に
大
会
が
終
了
で
き

た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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第4回野球大会

日交労赤羽支部チームが優勝！
決勝戦 投打で大和野球部チームを圧倒

全15チームの頂点に立った日交労赤羽支部チーム

第
五
回
囲
碁

将
棋
大
会

２
０
２
６
年
全
自
交
東
京
地
連

5月26日(火) 江東区 夢の島野球場 11:00開始

２０２６東京地連囲碁将棋大会結果

◆将棋の部 個人戦

優 勝 渡邉 徳之（京自労）

第２位 三成 律子（日交労）

第３位 中西 晃一（大日本）

◆将棋の部 団体戦

優 勝 京自労調布中央支部

(木部 堅太郎、衛藤 丈世、國枝 正晴)
第２位 日交労湾岸支部

(尾池 雄太郎、杉田 茂、大山 聡)
第３位 京自労吉祥寺支部

(押見 哲広、三田 真司、鳥居 正幸)

◆囲碁の部 個人戦

優 勝 山科 真二（ワイエム）

第２位 島袋 恒正（三交労）

第３位 渡邊 慶朗（日交労）

※敬称を略させていただきました

将棋個人優勝 渡邉徳之さん

将棋団体優勝 京自労調布中央支部

囲碁個人優勝 山科真二さん

全
15
チ
ー
ム
の
頂
点
へ


